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平成２７年１２月発行 

● 公共施設再編を推進しています 

「鎌倉市公共施設再編計画」は、公共施設再編計画策定委員会での審議と

ともに、アンケート、説明会、パブリックコメントなど様々な機会を通じ、

市民の皆様の貴重なご意見をいただき策定いたしました。 

計画は策定して終わりではなく、着実に、継続的に進行管理を行うことが

重要です。引き続き、この再編計画 NEWS の発行などにより、計画へのご

理解を深める取り組みとともに、ご意見を伺いながら公共施設再編を推進し

ていきます。なお、再編計画及びそのダイジェスト版は、鎌倉市のホームペ

ージでご覧いただけるほか、冊子については本庁舎３階の行政資料コーナー

にて販売しております。 
 

● 鎌倉市公共施設再編計画について 

「鎌倉市公共施設再編計画」では、次の「公共施設マネジメントの方針と原則」と「５つの取組方針」

を踏まえ、公共サービスのあり方、施設の配置等の見直しを行うこととしています。 

 公共施設マネジメントの方針  

 ■ あらゆる施策・手法を総動員した課題解決に向けたマネジメントの実現 

  …施設の延床面積総量の圧縮、運営コストの削減等、全庁を挙げた課題解決への取組 

 ■ 公共施設を資産ととらえ、活用にあたり効率性を追求するマネジメントを実現 

  …施設の複合化・集約化等の促進、学校施設の有効活用 

 公共施設マネジメントの３原則  

 ■ 財政負担の小さな公共サービスの実現 …施設と機能の分離、公設公営の発想から転換 

 ■ 財政と連動した適切な施設保全 …優先度に基づいた更新、総合的視点に基づく施設管理 

 ■ 市民が誇れる施設を目指した計画・運営 …景観に配慮、施設運営を市民と協働等 

 ５つの取組方針  

 １ 中長期的な視点からのマネジメントの実現とロードマップに沿った着実な推進 

  …トータルコストの約５０％削減、新規単独施設整備の原則禁止、更新時は原則複合化・集約化等 

 ２ 施設と機能を切り離した必要な公共サービスの再構築 

  …公共施設にこだわらない公共サービスの提供、学校への複合化･集約化、IT 化による効率化、資産売却等 

 ３ 地域ごとの施設のあり方の見直し  

  …５つの行政地域にこだわらない公共施設の適正配置、広域対応施設の近隣市との相互利用等 

 ４ 市民・民間事業者との協働 

  …民間事業者の資金や様々なノウハウの活用、市民力を活かした管理運営 

 ５ 全庁的な問題意識の共有と体制整備 

  …公共施設マネジメントや財産管理に取り組む体制の整備 
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●これまでの取組経緯と予定 

公共施設の再編については、平成１８年から取り組みを始め、現在は、策定した再編計画を具体化

するための事業の実施、検討を進めています。主なこれまでの取組経緯と予定は次のとおりです。 

平成１８年度 公共施設の全市的配置計画策定検討会設置（庁内組織） 

平成２１年度 公共施設白書作成への取組開始（平成２４年３月作成） 

平成２５年 ４月 鎌倉市公共施設再編計画基本方針策定 

平成２７年 ３月 鎌倉市公共施設再編計画策定 

平成２７年度 
～ 

平成２８年度 

再編計画に基づき、主に次の事業に取り組んでいます。 

 先行事業 

  ●鎌 倉 芸 術 館：PFI 事業導入による大規模修繕と運営の見直し 

  ●市 営 住 宅：老朽化した市営住宅の建替えに伴う集約化 

  ●レイ・ウェル鎌倉：建物付きの売却 

 

 個別事業 

●本 庁 舎：平成２８年度までの期間で、現地建替え、現地長寿命化、
その他の用地への移転などについて検討し、整備方針を決
定します。 

●学 校 施 設：平成２８年度までの期間で、地域拠点校
*
選定の検討を進め、

地域拠点校５校を絞り込みます。 

＊地域拠点校：学校教育施設と管理区分を明確に分離した上で、近隣の子育て関連施設、老

人福祉、図書館、支所（地域活動支援）、生涯学習等の機能を集約し、地域

コミュニティの拠点としてサービスの向上を図るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●包 括 管 理：これまで施設ごとに管理してきた公共施設の包括的な管理
を推進します。 

～平成３１年 再編計画に基づき、短期計画範囲の再編の取り組みを推進します。 

～平成３７年 再編計画に基づき、中期計画範囲の再編の取り組みを推進します。 

～平成６５年 再編計画に基づき、長期計画範囲の再編の取り組みを推進します。 

 

 
発行者：鎌倉市 経営企画部 経営企画課 公共施設再編推進担当 

電話：0467-23-3000（内線 2565） 

URL：http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/facility.html 
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